
社会、生活関連本
ご担当者さま

■超高齢社会のプロたちが語る「老い」や「死」
・『おひとりさまの老後』の上野千鶴子さん
「生涯現役とは、自分が老い衰えることを、見た
くない、聞きたくない、考えたくない思想」
・『老〜い、どん！』の樋口恵子さん
「恋に溺れるのが18歳。風呂で溺れるのが81歳」
・『80歳の壁』の和田秀樹さん
「高齢になったらAIを上手に使っていれば賢い老
人のままでいられる」
・『病院で死ぬということ』の山崎章郎さん
「私は今、死後の世界での次のビジョンも考えて
います」

■発売後に日経新聞に広告を掲載。平積み、お願いいたします！
1月下旬に朝刊１面に3段1/8サイズの「サンヤツ」広告を掲載。
重版の場合は２月以降朝刊２−３面に半5段の広告を予定。

■売り場：老後／介護／医療／生き方／社会問題／シニア実用など
この本のみならず、「老いと死のブックフェア」などの販促企画の

お手伝いも無償でいたします。

日経新聞OBの相川浩之は、高齢者取材歴15年、町亞聖は医療・介護の取材歴
30年。これまでにない「わかりやすい」高齢者本です。動画リンク付き！

1月初旬出荷
開始

■“自分の老いが見えない時代”に読むべき一
冊
「自分の老いや死は考えたくない」と、老い
から目を背けるのは過去の話。これからは家
族と老いや死を語る時代に。

超高齢社会のエキスパート12人に聞いた

老いと向き合う生き方

ジャーナリストの魂出版の新刊！

老後不安を解消しません。
定年後に正解はありません。
アクティブシニアは続かない。

・12人の専門家とともに考える本。
・「新しい高齢者」は必ずしも「天気な高齢
者」ではない。
・老いと正面から向き合い、衰えを受け入
れ、死を受け入れ、生きる喜びを感じる本。
・老いや死は古今東西の大テーマ。すぐに答
えがでるような問題ではない。
・生涯現役は無理。体は衰えても、年相応の
知識、見識、語り口がある。
・即効性はないがじわじわ効く本です。
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